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４. 市民意識の分析評価 

本市おきましては、外環に関する意識調査として国土交通省と東京都により、これ

までに２回のアンケート調査を実施した経緯があります。 

H14 年調査 
  H12 年調査 

広域アンケート 沿線アンケート 

実施日 平成１２年２月実施 平成１４年１０月実施 

実施主体 

建設省関東地方建設局川崎国道工事事務

所 

東京都都市計画局施設計画部街路計画課

国土交通省関東地方整備局 

東京都都市計画局（現都市整備局） 

対象範囲 

外環沿道７区市を中心にアンケート数を

多く設定。また広域（１都３県）について

も人口規模に応じてアンケート数を設定

１都３県 都市計画決定区域から 50m 幅 

対象者 ２０歳以上 ２０歳以上 全世帯 

抽出方法 住民基本台帳からランダムサンプリング
住民基本台帳からラン

ダムサンプリング 
- 

規模 
配布数：7,019(10,549) 

回収数：6,278(8,361) 

配布数：約 5,000 

回収数：3,509 

配布数：17,279 

回収数：4,652 

調査方法 訪問留置調査 訪問留置調査 ポスティング配布、郵送回収 

目的 

①首都圏における道路などの社会資本整

備の評価 

②外環の認知度合い 

③「新しい検討方法」についての意見 

①外環の必要性の評価 

②検討の進め方 

①外環計画の認知度 

②外環整備による高速道路ネッ

トワーク化の必要性 

③地下構造への変更の評価 

④インターチェンジ設置へ意向
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（１）環状道路の整備について 

 

三鷹市では、環状道路を整備するべきだという意見に対しては「非常に賛成できる」が 27.0％、「賛成でき

る」が 40.4％である。「あまり賛成できない」は 24.9％、「まったく賛成できない」は 7.0％という結果が得

られました。 

（H12 年調査より）

環状道路には放射方向の道路同士を結び、都心を通過するだけの車をバイパスさせる役割があります。東

京では首都高速中央環状線や環状７号線、環状８号線がそれにあたります。ところが、現在ある環状道路

は慢性的に渋滞しています。そのために都心を通らないで移動できるように新たに環状道路を整備するべ

きだという意見がありますが、あなたはどのように思いますか。次の中から１つだけを選んで○をつけて

下さい。 
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（２）外環道の必要性について 

 

（３）地下構造への変更について 

「外環」の東京都区間を整備し、「高速道路のネットワーク化を図るべきだ」という意見に、三鷹市では「賛

成できる」が約 30.3％、「どちらかというと賛成できる」が 21.0％。「賛成できない」が約 26.8％、「あまり

賛成できない」が約 17.6％、という結果が得られました。 

（H14 年沿線アンケートより）

地下構造への変更の検討について、全体で「評価できる」が約 34.9％、「やや評価できる」が 15.3％、「評

価できない」が 4.5％、「あまり評価できない」が 11.1％という結果が得られました。 

（H14 年沿線アンケートより）
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（４）インターチェンジの必要性について 

「効果（メリット）を期待して、インターチェンジは必要である」についてご意見を聞いたところ、

東八道路ＩＣでは「そう思う」が 19.8％、「ややそう思う」が 16.2％と最も少なく、内訳では、地元で

ある三鷹市民よりも、隣接する調布市民の方が必要と感じている人が多いという結果が得られました。

国道 20 号ＩＣでは「そう思う」が 22.6％、「ややそう思う」が 19.2％とであり、内訳では、地元であ

る調布市民よりも、隣接する三鷹市民の方が必要と感じている人が多いという結果が得られました。

（H14 年沿線アンケートより） 

 




